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第 1 章　都市と水辺

◆
コ
ー
ス
1　

隅
田
川

江
戸
東
京
の
「
母
な
る
川
」
隅
田
川
に
沿
っ
て
、
聖
地
と

遊
興
地
を
め
ぐ
る
。

◆
コ
ー
ス
2　

日
本
橋
川
～
神
田
川

水
都
東
京
の
「
メ
イ
ン
カ
ナ
ル
」
日
本
橋
川
と
、
近
代
の

物
流
大
動
脈
神
田
川
を
ゆ
く
。

◆
コ
ー
ス
３　

内
濠
と
外
濠

地
形
を
利
用
し
、
改
変
し
て
つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
江
戸
城

の
巨
大
な
水
循
環
シ
ス
テ
ム
を
た
ど
る
。

◆
コ
ー
ス
4　

小
名
木
川
と
深
川

江
戸
時
代
の
掘
割
が
残
る
水
の
町
、
深
川
を
船
で
め
ぐ
る
。

◆
コ
ー
ス
5　

東
京
湾

中
世
か
ら
続
く
漁
師
町
、
幕
末
に
築
か
れ
た
台
場
な
ど
、

東
京
の
歴
史
を
船
の
上
か
ら
眺
め
る
。

隅
田
川
の
特
別
な
価
値

　

江
戸
東
京
の
水
都
の
中
心
は
日
本
橋
と
言
え
る
が
、
人
々
の

間
で
「
母
な
る
川
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
の
は
、
実
は
隅

田
川
で
あ
る
。
そ
の
地
理
的
位
置
と
こ
の
川
が
果
た
し
て
き
た
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は
じ
め
に
─
水
都
の
中
心
エ
リ
ア
の
空
間
骨
格

　

東
京
を
「
水
の
都
市
」
の
視
点
か
ら
語
る
の
に
、
江
戸
時
代
、

徳
川
政
権
の
も
と
で
壮
大
な
城
下
町
と
し
て
の
水
都
づ
く
り
を
経

験
し
た
都
心
、
下
町
が
先
ず
は
主
役
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

武
蔵
野
台
地
の
突
端
に
太
田
道
灌
が
築
い
た
中
世
の
小
さ
な
城

を
核
と
し
、
大
規
模
に
拡
大
さ
れ
た
江
戸
城
は
、
内
濠
、
外
濠
で

二
重
に
囲
わ
れ
、
そ
の
東
の
低
地
に
は
、
埋
立
て
に
よ
り
、
掘
割

が
網
目
の
よ
う
に
巡
る
水
の
都
市
と
し
て
の
下
町
が
つ
く
ら
れ
た
。

江
戸
時
代
、
佃
島
の
沖
合
に
停
泊
し
た
全
国
か
ら
集
ま
る
大
型
帆

船
の
荷
は
小
船
に
積
み
替
え
ら
れ
、
内
部
河
川
を
経
由
す
る
東
北

や
地
廻
り
経
済
圏
か
ら
の
荷
と
と
も
に
、
江
戸
市
中
の
掘
割
沿
い

の
河
岸
に
並
ぶ
蔵
に
運
ば
れ
た
［
図
１
─
１
］。
そ
の
舟
運
に
よ
る
物

流
の
大
動
脈
が
日
本
橋
川
で
あ
り
、
そ
の
中
ほ
ど
に
大
店
が
集
ま

る
商
業
・
金
融
の
中
心
、
日
本
橋
が
存
在
し
た
。

　

こ
う
し
て
多
く
の
掘
割
が
巡
っ
て
い
た
現
在
の
中
央
区
を
中
心

と
す
る
東
京
の
都
心
（
か
つ
て
の
下
町
）
だ
が
、
そ
の
水
路
は
震

災
、
戦
災
の
瓦
礫
処
理
の
埋
立
て
に
加
え
、
１
９
６
４
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
の
都
市
計
画
で
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
た
。

だ
が
、
日
本
橋
川
、
そ
こ
か
ら
分
岐
す
る
亀
島
川
が
残
る
一
方
、

舟
運
が
強
化
さ
れ
た
明
治
後
期
に
む
し
ろ
日
本
橋
川
と
神
田
川
が

繋
が
り
、
お
か
げ
で
日
本
橋
川
・
神
田
川
・
隅
田
川
の
ル
ー
プ
を

船
で
周
遊
す
る
楽
し
み
を
今
、
味
わ
え
る
。

第
1
章
で
紹
介
す
る
コ
ー
ス

　

第
1
章
で
は
、
隅
田
川
を
中
心
と
し
て
台
地
を
利
用
し
た
城
下

町
と
低
地
に
つ
く
ら
れ
た
下
町
と
い
う
江
戸
の
町
並
を
基
礎
に
、

近
代
ま
で
水
運
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
「
水
の
都
市
」
東
京

の
、
都
市
部
の
水
辺
を
紹
介
す
る
。

［図1-1］一立斎広重「東都名所永代橋全図」　（国立国会図書館所蔵）

人
が
つ
く
っ
た
都
市
の
水
辺

陣
内
秀
信
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第 2 章　東京の湧水
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卍

卍

墨田区

台東区

荒川区

江東区

足立区

千代田区

総武線

常磐線

中央線

浅草線浅草線浅草線

銀座線銀座線銀座線

亀戸線
亀戸線
亀戸線

京成本線京成本線京成本線

伊
勢
崎
線

日
比
谷
線

半
蔵
門
線

半
蔵
門
線

半
蔵
門
線

大
江
戸
線

大
江
戸
線

大
江
戸
線

東
北
線

東
北
線

東
北
線

　
　

　つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

　　
千代
田線

　押
上
線

押上
本所吾妻橋

とうきょうスカイツリー

曳舟

町屋 町屋

湯島

両国

入谷
鶯谷

浅草

住吉

錦糸町

浅草橋

蔵前

馬喰横山

馬喰町

東日本橋

小川町

三河島

御徒町

上野御徒町

岩本町

三ノ輪

新御徒町

西日暮里

小伝馬町

稲荷町

仲御徒町

京成曳舟

京成関屋 堀切

鐘ヶ淵

淡路町

東向島

新三河島

赤土小学校前 町屋二丁目 町屋駅前

田原町

末広町

京成上野

上野広小路

千住大橋

三ノ輪橋

荒川二丁目

荒川区役所前

荒川一中前

荒川七丁目

日暮里

蔵前

浅草

上野

南千住

両国

神田

上野 浅草

秋葉原
秋葉原

明治通り

三
ツ
目
通
り

水戸街道

日
光
街
道

明治通り
明治通り
明治通り

言問通り
言問通り
言問通り

春日通り春日通り春日通り

春日通り春日通り春日通り

蔵前橋通り蔵前橋通り蔵前橋通り
蔵前橋通り蔵前橋通り蔵前橋通り

靖国通り靖国通り靖国通り
京葉道路京葉道路京葉道路

新大橋通り新大橋通り新大橋通り

浅草通り浅草通り浅草通り

昭
和
通
り

すみだリバーウォークすみだリバーウォークすみだリバーウォークすみだリバーウォーク

両国国技館両国国技館両国国技館両国国技館

竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑

東京ミズマチ東京ミズマチ東京ミズマチ東京ミズマチ 東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー

江戸東京博物館江戸東京博物館江戸東京博物館江戸東京博物館

すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館

台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター

東京水辺ライン（浅草二天門発着所）東京水辺ライン（浅草二天門発着所）東京水辺ライン（浅草二天門発着所）

廐橋廐橋廐橋廐橋

両国橋両国橋両国橋両国橋

桜橋桜橋桜橋桜橋

蔵前橋蔵前橋蔵前橋蔵前橋

駒形橋駒形橋駒形橋駒形橋

吾妻橋吾妻橋吾妻橋吾妻橋

言問橋言問橋言問橋言問橋

白鬚橋白鬚橋白鬚橋白鬚橋

水神大橋水神大橋水神大橋水神大橋

梅若公園梅若公園梅若公園

旧安田庭園旧安田庭園旧安田庭園

墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園

墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園

台東区立隅田公園台東区立隅田公園台東区立隅田公園
上野恩賜公園上野恩賜公園上野恩賜公園

山谷堀公園山谷堀公園山谷堀公園

横綱町公園横綱町公園横綱町公園

山谷堀広場山谷堀広場山谷堀広場

瑞光橋公園瑞光橋公園瑞光橋公園

東白髭公園東白髭公園東白髭公園

汐入公園汐入公園汐入公園

浅草寺浅草寺浅草寺

浅草寺 駒形堂浅草寺 駒形堂浅草寺 駒形堂

鷲神社鷲神社鷲神社

三圍神社三圍神社三圍神社

牛嶋神社牛嶋神社牛嶋神社

白鬚神社白鬚神社白鬚神社

熱田神社熱田神社熱田神社

今戸神社今戸神社今戸神社

玉姫稲荷神社玉姫稲荷神社玉姫稲荷神社

江島杉山神社江島杉山神社江島杉山神社

篠塚稲荷神社篠塚稲荷神社篠塚稲荷神社

吉原神社吉原神社吉原神社

石塚稲荷神社石塚稲荷神社石塚稲荷神社

柳橋柳橋柳橋

回向院回向院回向院

石浜神社石浜神社石浜神社

今戸橋跡今戸橋跡今戸橋跡

隅田川神社隅田川神社隅田川神社

両国広小路跡両国広小路跡両国広小路跡

吉原大門跡　見返り柳吉原大門跡　見返り柳吉原大門跡　見返り柳

本龍院(待乳山聖天)本龍院(待乳山聖天)本龍院(待乳山聖天)

両国リバーセンター両国リバーセンター両国リバーセンター

木母寺（梅若塚）木母寺（梅若塚）木母寺（梅若塚）

隅
田
川

横
十
間
川

大
横
川

不忍池

北十間川

神田川

堅川

0 250 m500
0m

20m標高

　
戸
時
代
、
物
流
や
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
重
要
な
河
川
で
あ
っ
た
隅
田
川
に
は
、

古
代
、
中
世
に
も
宿
場
や
聖
地
が
存
在
し
て
い
た
。
花
街
と
し
て
栄
え
た
柳
橋
を

出
発
し
、
江
戸
時
代
最
大
の
盛
り
場
だ
っ
た
両
国
広
小
路
跡
、
遊
郭
吉
原
に
向
か
う
チ

ョ
キ
船
が
行
き
交
っ
た
水
路
跡
、
山
谷
堀
公
園
を
歩
き
、
奥
の
秘
所
へ
と
続
く
動
線
の

演
出
を
た
ど
る
。
ま
た
、
待
乳
山
聖
天
や
、
木
母
寺
、
隅
田
川
神
社
な
ど
、
奥
へ
行
く

ほ
ど
古
代
か
ら
続
く
聖
地
が
残
る
、
聖
な
る
川
と
し
て
の
隅
田
川
を
体
感
す
る
コ
ー
ス
。

0101

所
要
時
間 

約
３
時
間

水
辺
感
：
★
★
★
★
☆　

自
然
感
：
★
★
☆
☆
☆　

凸
凹
感
：
★
☆
☆
☆
☆

隅
田
川

  奥へ行くほど  
  大切なものがある？  

江

Course
聖
と
俗
を
併
せ
も
つ

母
な
る
川
、
隅
田
川
を
体
感
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卍

卍

墨田区

台東区

荒川区

江東区

足立区

千代田区

総武線

常磐線

中央線

浅草線浅草線浅草線

銀座線銀座線銀座線

亀戸線
亀戸線
亀戸線

京成本線京成本線京成本線

伊
勢
崎
線

日
比
谷
線

半
蔵
門
線

半
蔵
門
線

半
蔵
門
線

大
江
戸
線

大
江
戸
線

大
江
戸
線

東
北
線

東
北
線

東
北
線

　
　

　つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

日
暮
里・舎
人
ラ
イ
ナ
ー

　　
千代
田線

　押
上
線

押上
本所吾妻橋

とうきょうスカイツリー

曳舟

町屋 町屋

湯島

両国

入谷
鶯谷

浅草

住吉

錦糸町

浅草橋

蔵前

馬喰横山

馬喰町

東日本橋

小川町

三河島

御徒町

上野御徒町

岩本町

三ノ輪

新御徒町

西日暮里

小伝馬町

稲荷町

仲御徒町

京成曳舟

京成関屋 堀切

鐘ヶ淵

淡路町

東向島

新三河島

赤土小学校前 町屋二丁目 町屋駅前

田原町

末広町

京成上野

上野広小路

千住大橋

三ノ輪橋

荒川二丁目

荒川区役所前

荒川一中前

荒川七丁目

日暮里

蔵前

浅草

上野

南千住

両国

神田

上野 浅草

秋葉原
秋葉原

明治通り

三
ツ
目
通
り

水戸街道

日
光
街
道

明治通り
明治通り
明治通り

言問通り
言問通り
言問通り

春日通り春日通り春日通り

春日通り春日通り春日通り

蔵前橋通り蔵前橋通り蔵前橋通り
蔵前橋通り蔵前橋通り蔵前橋通り

靖国通り靖国通り靖国通り
京葉道路京葉道路京葉道路

新大橋通り新大橋通り新大橋通り

浅草通り浅草通り浅草通り

昭
和
通
り

すみだリバーウォークすみだリバーウォークすみだリバーウォークすみだリバーウォーク

両国国技館両国国技館両国国技館両国国技館

竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑竹屋の渡し碑

東京ミズマチ東京ミズマチ東京ミズマチ東京ミズマチ 東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー東京スカイツリー

江戸東京博物館江戸東京博物館江戸東京博物館江戸東京博物館

すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館すみだ北斎美術館

台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター
台東リバーサイド
スポーツセンター

東京水辺ライン（浅草二天門発着所）東京水辺ライン（浅草二天門発着所）東京水辺ライン（浅草二天門発着所）

廐橋廐橋廐橋廐橋

両国橋両国橋両国橋両国橋

桜橋桜橋桜橋桜橋

蔵前橋蔵前橋蔵前橋蔵前橋

駒形橋駒形橋駒形橋駒形橋

吾妻橋吾妻橋吾妻橋吾妻橋

言問橋言問橋言問橋言問橋

白鬚橋白鬚橋白鬚橋白鬚橋

水神大橋水神大橋水神大橋水神大橋

梅若公園梅若公園梅若公園

旧安田庭園旧安田庭園旧安田庭園

墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園

墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園墨田区立隅田公園

台東区立隅田公園台東区立隅田公園台東区立隅田公園
上野恩賜公園上野恩賜公園上野恩賜公園
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神
田
川
が
隅
田
川
と
合
流
す
る
河
口
、

柳
橋
界
隈
に
は
今
も
屋
形
船
が
並
び
、
わ

ず
か
に
江
戸
情
緒
が
残
っ
て
い
る
。
幕
末

か
ら
明
治
以
降
、
こ
の
辺
り
は
隅
田
川
に

面
し
て
料
亭
が
立
ち
並
ぶ
花
柳
界
と
し
て

知
ら
れ
た
。
高
度
成
長
期
に
河
川
の
汚
染

が
進
み
、
現
在
は
そ
の
面
影
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
が
、
近
く
の
石
塚
稲
荷
神

社
の
入
り
口
の
柱
に
は「
柳
橋
藝
妓
組
合
」

「
柳
橋
料
亭
組
合
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
最
初
の
「
柳
橋
」
は
元
禄
11
年

（
１
６
９
８
）
に
架
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
、

歓
楽
街
と
し
て
に
ぎ
わ
う
両
国
に
近
い
柳

橋
の
た
も
と
は
、
吉
原
方
面
に
向
か
う
船

を
仕
立
て
る
船
宿
が
並
ん
で
い
た
そ
う
で

あ
る
。
現
在
の
柳
橋
は
昭
和
4
年

（
１
９
２
９
）
に
永
代
橋
の
デ
ザ
イ
ン
を

モ
デ
ル
と
し
て
建
設
さ
れ
た
鉄
橋
で
あ
る
。

0101

石塚稲荷神社

柳
橋

1

　

柳
橋
か
ら
南
に
下
る
と
、
両
国
郵
便
局

通
り
と
京
葉
道
路
に
挟
ま
れ
た
緑
地
に

「
旧
跡 

両
国
広
小
路
跡
」
の
石
碑
が
立
っ

回向院 現在の正門

両
国
広
小
路
跡

2

　

両
国
橋
を
渡
る
と
京
葉
道
路
沿
い
右
側
に
回
向
院
正
門
が
見
え

る
。
回
向
院
は
明
暦
の
大
火
で
犠
牲
と
な
っ
た
身
元
不
明
の
人
々

を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
。
か
つ
て
の
正
門
は
、
手
前
の
一
の

橋
通
り
を
左
に
曲
が
り
、
現
在
の
両
国
幼
稚
園
の
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
そ
う
で
あ
る
。
両
国
橋
を
渡
る
と
真
正
面
に
回
向
院
の
正
門
が

見
え
る
よ
う
に
空
間
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
勧

進
相
撲
興
行
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。

回
向
院

3

旧跡 両国広小路

て
い
る
。
明
暦
の
大
火
後
、
隅
田
川
に
両

国
橋
が
架
け
ら
れ
、
火
除
け
地
と
し
て
設

け
ら
れ
た
広
場
は
常
設
の
建
物
が
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
た
め
、
仮
設
の
見
世
物
小
屋

や
水
茶
屋
、
屋
台
の
露
天
商
な
ど
が
立
ち

並
び
、
江
戸
一
番
の
繁
華
街
と
し
て
に
ぎ

わ
っ
た
。
今
は
そ
の
面
影
は
な
く
、
石
碑

が
建
つ
の
み
で
あ
る
。

江
戸
の
信
仰
と
遊
び（
聖
と
俗
）の
痕
跡
を
め
ぐ
る

聖
な
る
川
、
隅
田
川

0 2 80 2 9

柳橋から神田川上流を臨む
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八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
っ
て
花
見

の
名
所
と
し
て
開
発
さ
れ
、
江
戸
時
代
の

行
楽
地
と
な
っ
た
飛
鳥
山
。
北
側
か
ら
見

上
げ
る
と
ま
る
で
山
の
よ
う
に
見
え
た

た
め
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
上

野
か
ら
続
く
武
蔵
野
台
地
を
石
神
井
川

が
削
っ
た
河
岸
段
丘
だ
。
明
治
に
な
る
と

渋
沢
栄
一
が
王
子
製
紙
（
設
立
当
時
は
抄

紙
会
社
）
の
工
場
を
眼
下
に
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
飛
鳥
山
に
邸
を
構
え
た
が
、
庭

園
の
築
山
は
近
年
の
調
査
で
古
墳
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
旧
渋
沢
庭
園
内

に
あ
る
飛
鳥
山
1
号
墳
の
解
説
板
に
よ

る
と
、
1
号
墳
は
古
墳
時
代
後
期
の
直
径

31
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
平
成
5
年
の

調
査
に
よ
り
切
石
を
使
用
し
た
横
穴
式

石
室
が
確
認
さ
れ
た
と
あ
る
。
庭
園
内
で

は
2
号
墳
、
3
号
墳
の
円
墳
周
溝
跡
が
見

つ
か
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
台
地
の
東
側
の

崖
地
、
飛
鳥
の
小
径
川
で
は
湧
水
も
確
認

で
き
る
。

石
神
井
川
の
渓
谷
と
崖
線
を
歩
く

0101

飛鳥の小径側の湧水

飛
鳥
山
公
園

1

　

音
無
親
水
公
園
は
石
神
井
川
の
旧
流
路

に
整
備
さ
れ
た
公
園
で
、
水
辺
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
親
水
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、〝
日
本
の
都
市
公
園
１
０
０
選
〟
に

も
選
ば
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
は
飛
鳥
山

や
王
子
稲
荷
と
い
っ
た
観
光
名
所
が
あ
り
、

音無親水公園と音無橋

滝
の
よ
う
な
川
、
滝
野
川
と
呼
ば
れ
た
石

神
井
川
は
、
渓
谷
の
風
光
明
媚
な
景
勝
地

と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
観
光
地
だ
っ

た
。
現
在
の
石
神
井
川
は
、
音
無
橋
の
上

流
で
暗
渠
と
な
り
王
子
駅
の
東
側
へ
と
流

れ
て
い
る
。
音
無
橋
は
神
田
川
に
架
か
る

聖
橋
を
思
わ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
。

音お
と

無な
し

親し
ん

水す
い

公
園

2

飛鳥山の東側は崖になっている

武
蔵
野
台
地
東
北
の
キ
ワ

1 0 01 0 1
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東京のくらしを支える水源と

水を得るための技術の進化をたどる

  東京の水は  　蔵野台地の中西部は関東ロー

ム層が厚く、水を得にくい地形

で、古代の遺跡は湧水池や谷戸、崖線
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発見されている。江戸時代になり人口
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がめとなっている。水を得るための技

術の進化を見ながら、羽村、玉川上水、

村山・山口貯水池をめぐるコース。
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東大和市立狭山緑地

野山北・六道山公園

五ノ神社五ノ神社五ノ神社玉川水神社玉川水神社玉川水神社

阿豆佐味天神社・立川水天宮阿豆佐味天神社・立川水天宮阿豆佐味天神社・立川水天宮

0 0.5 km1
70m

230m
標高
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羽
村
駅
の
西
口
か
ら
多
摩
川
に
向
か

う
と
、
１
キ
ロ
ほ
ど
で
羽
村
取
水
堰
に
到

着
す
る
。
羽
村
取
水
堰
は
、
江
戸
の
人
口

増
加
に
伴
い
水
を
確
保
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
玉
川
上
水
の
取
水
口
（
水
源
）

で
、
上
水
と
同
時
に
建
設
さ
れ
、
承
応
２

年
（
１
６
５
３
）
に
完
成
し
た
。
明
治
33

年
（
１
９
０
０
）、大
正
13
年
（
１
９
２
４
）

の
増
改
築
を
経
て
現
在
に
至
る
。
固
定
堰

と
仮
設
堰
（
投
渡
堰
）
を
組
み
合
わ
せ
た

非
常
に
珍
し
い
型
式
で
、
台
風
な
ど
の
洪

水
時
は
、
投
渡
堰
を
取
り
払
う
こ
と
で
河

川
水
位
の
上
昇
を
抑
え
、
堰
の
安
全
性
を

確
保
し
て
い
る
。
投
渡
堰
は
昔
か
ら
の
技

術
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
。
現
在
は
、
取
水
し
た
水
は
、

村
山
・
山
口
貯
水
池
や
小
作
浄
水
場
へ
導

羽は

村む
ら

取し
ゅ

水す
い

堰せ
き

2

　

Ｊ
Ｒ
羽
村
駅
東
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
向
か
い
、
五
ノ
神
社
境
内
に
ま

い
ま
い
ず
井
戸
が
あ
る
。
地
面
を
す
り
鉢
状
に
大
き
く
掘
り
、
底
の
部

分
か
ら
短
く
垂
直
に
井
戸
を
掘
っ
て
い
る
。
井
戸
ま
で
は
斜
面
を
廻
る

よ
う
に
道
が
設
け
ら
れ
、
あ
た
か
も
か
た
つ
む
り
の
う
ず
ま
き
の
よ
う

に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
ま
い
ま
い
ず
井
戸
（
ま
い
ま
い
は
「
か
た
つ
む

り
」
を
表
す
地
域
の
言
葉
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
武
蔵
野
台
地
の
中
で

も
中
西
部
は
こ
と
に
水
が
乏
し
い
と
こ
ろ
で
、
地
下
水
脈
の
位
置
が
地

中
深
く
、
水
を
得
る
た
め
に
は
く
ず
れ
や
す
い
砂
礫
層
を
か
な
り
の
深

さ
ま
で
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
脆
い
地
層
の
崩
壊
を

避
け
る
た
め
に
ら
せ
ん
状
の
井
戸
が
掘
ら
れ
た
。
こ
の
井
戸
は
鎌
倉
時

代
に
掘
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
技
術
で
は
こ
の
深
さ

を
垂
直
に
掘
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
五
ノ
神
社
は
も
と
熊
野
神

社
で
、
推
古
天
皇
9
年
（
６
０
１
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
神
社

と
と
も
に
井
戸
は
村
落
の
中
心
的
な
施
設
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
東
京
都
指
定
史
跡
。

まいまいず井戸

水
し
て
い
る
ほ
か
、
玉
川
上
水
を
経
て
、

東
村
山
浄
水
場
に
も
導
水
し
て
い
る
。

羽村取水堰

水
を
供
給
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
変
遷
を
た
ど
る

五
ノ
神
ま
い
ま
い
ず
井
戸

1 東
京
を
支
え
る
水
源

第 3 章　東京の水源

1 8 21 8 3

羽村取水堰
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